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6．吊橋の実績調査

橋の実績調査は，漠の時代に造られたといわれている中国の吊橋から，現在建設中のGreatBeltEast橋や明石海

峡大橋まで，200橋以上の吊橋のリストを作成するとともに，データの収集に努めた．

実績調査票にまとめる橋は，

1）古い橋で，技術の進歩発展からみて特色ある吊橋

2）日本の吊橋の進歩に貢献した吊橋

3）若戸大橋以降の吊橋で，小規模でも技術的に価値のある吊橋（実験橋，試験橋）

4）海外の古い吊橋については技術の先駆けとなった吊橋（歴史的に意味のあるもの）

5）内外の著名な長大吊橋のうち代表的なもの

しかし，年代の古い橋や外国の橋の中には，詳細が不明確なもの，データが不足のもの等があり，残念ながら割愛

したものが多い．不十分ながら基本的データがそろっている橋の中から，特に技術的に意義のあるもの，その時代を

代表する歴史的に価値のあるものなどを選び，以下のリストにある票を作成した．

なお，実績調査シートには，下欄に参考とした文献を示したが，以下の参考文献は多くの橋で参照しているため，

表記が煩雑になるので番号のみを示した。

①　川田：吊橋の文化史，技報堂出版，1981

（む　川田：現代の吊橋，理工図書，1987．12

③　本州四国連絡橋公団：海外長大橋技術資料収集整理，1988．3

④　本州四国連絡橋公団，海洋架橋調査会：世界の長大橋，1989．4

（9　BULLETIN OFTHE AGRICULTURAL ANDMECHANICALCOLLEGEOFTEXAS：A HISTORYOFSUSPEN－

SION BRIDGESIN BIBLIOGRAPHICALFORM，1941．7

⑥　平井：鋼橋ⅠⅠⅠ，技報堂出版，1967．9

⑦　日本橋梁建設協会：日本の橋（増訂版），朝倉書店，1994．6

⑧　藤井：橋梁史年表，海洋架橋調査会，1992．10
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1．　Winch

2．Jacob’s Creek

3．　Union

4．　MenaiStraits

5．Niagara（Highwayand

Railway）

6．Wheeling

7．　Cincinati

8．山里の吊橋

9．Brooklyn

lO．Williamsburg

ll．　Manhattan

12．仁淀橋

13．桃介橋

14．紅葉橋

15．兼山橋

16．桑島大橋

17．BenJamin Franklin

18．三好橋

19．清洲橋

20．　Ambassador

21．MountHope

22．栄橋

23．　Mid－Hudson

24．GeorgeWashington

25．St．Johns

26．重来大橋

27．OaklandBay

28．　Golden Gate

29．　Lions Gate

30．　Bronx－Whitestone

31．　Tacoma Narrows

吊橋一技術とその変遷－

実績調査リスト

32．　New Tacoma Narrows

33．　Delaware Memorials

34．旅足橋

35．瀬戸橋

36．新K61nRodenkirchen

37．　Makinac

38．　Walt Whiteman

39．大渡橋

40．淵牛館橋

41．　Tancarville

42．川津大橋

43．羽場橋

44．小鳴門橋

45．西羽賀橋

46．若戸大橋

47．原田橋

48．　Vincent Thomas

49．魚梁瀬第3号橋

50．　Forth Road

51．　Emmerich

52．　Verrazano Narrows

53．4月25日橋

54．　Severn

55．Albsborg

56．Angostura

57．金比羅橋

58．箱ケ瀬橋

59．八幡橋

60．Newport

61．　Little Belt

62．上告野川橋

63．関門橋

64．南海橋

65。Bosporus

66。東大維橋

67．平戸大橋

68．　Kvalsund

69．信書橋

70。　Humber

71。大波ダム大橋

72．因島大橋

73．マタデイ橋

74。大鳴門橋

75．大島大橋

76。下津井瀬戸大橋

77．南備讃瀬戸大橋

78。北備讃瀬戸大橋

79．第2ボスポラス橋

80．麻生大橋

81。此花大橋

82．熱田記念橋

83．浮島橋

84．万願寺歩道橋

85．センチュリー大橋

86，龍神大吊橋

87．加茂ゆらりんこ橋

88．　レインボーブリッジ

89。白鳥大橋

90．青馬大橋（TsingMa）

91．GreatBeltEastBridge

92．明石海峡大橋

93．来島第一大橋

94．来島第二大橋

95．来島第三大橋



6．吊橋の実績調査 147



吊橋一技術とその変遷　】

11．34



6．吊橋の実績調査 149



150 吊橋一枝術とその変遷－



6。吊橋の実績調査 151

25054



152 吊橋一技術とその変遷一



6．吊橋の実績調査 153
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資　料　番　号 橋　　　　　名 B r00kly n

苧≡≡≡≡空≡≡≡苧
28346．

r　　 】　 l
0 0　　　　　　　　　　　 0

国　　　　　名 アメリカ 施　　　　　主

架　橋　地　点 New York　市　（East　河） 種　　　　　別

吊　橋　形　式 3径間2ヒンジ補剛吊橋 路　　線　　名

上部工工期

竣工・総鋼重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　重　（tf）

18　7　0～18　8　3 188　3年 12，000

スパン割：　284．0＋486．0＋284．0　（m）

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　2　5　　m

部　　材 形　　　　式 主要寸法　（m） 主　な　材　料　　　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　考

ト　　ラ　　ス

（高）　5．3　m

（幅）　27．1m

主　　塔 積右横造 （高）　83．8m

ケーブル
（サグ）39．O m　（サグ比）1／12．5
ケーブル径　400mm
（¢4．57mmx278本）×19stx4本

設計の特徴

架　設　工　法

主　　塔：

ケーブル：エアスピニング工法
補　剛　桁：

特　記　事　項 亜鉛めっき鋼線の平行線ケーブルによる最初の吊橋

参　考　文　献
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181，84

47　61 47　61
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850 12．20 8．50

37．20
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日　本

歩道橋

6　6
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資　 料　 番　 号
1 3　　　 壬橋　 名 i　　　　 桃 介 橋

平面図

下流側　 34 ．342 ①　 104．452　　 ①　　 104 ．45 2　　 ① 3 1．585

上流側

′一
左岸

33．8 01 104．4 52 104．452 28 60 8

毎）

⊂＝）
415 ．151　　　 こ等 415 ，15 1 415 ．151

0　 4・50

m
⊂⊃

右岸

l ＝）
l ▼→

nくm lXJバJ〉（lⅧlXl」和XIXDく

‡　　　　　　 ㊨

10 ＠ 2．274

’　 lll　 Ⅸ““「 雌Ⅸ例

l
6 ＠2．274

＝22．740 45 ＠ 2．274 ＝ 102ヱ3 30　　　 早・禁芦p　　　 45＠ 2 ．274 ＝ 10 2．330　 1．881 ＝ 13 ．644　　　　　　　　 ⊂，

0・300　 23．940 【1・807　　　 104．452　　　　 ■－l
104．452 0・300　　 ＝，○　 ∞

247し762　　　　　　　　　　　　 14．918　　　　 m 。。　　 荒

「－1
34・3 42　　　　　 104 ・452　　　　 ■　　　　 104・452　　　　　 31 585

4・27キ
l

．．　　　 99・413　　　 1二与4申　　　 110．871
く＝〉
L？ ⊂⊃

l

宗 ■ 寸
「－1

7．200　 バ l 】 l ！ 】 l －E

二 雫 ＝ 「「

琵 琶‡ ○
［、
⊂⊃

勺1 寸

しっ （：）0
r」 寸l＿√）
の 、廿
⊂⊃
く．D
†・・・」N

く、D
T」tl

ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 寸 完

l　　 Y、rY’rYV、）YVヽ〟YヽyYヽrY■VVYYYW VYVVY′YWYrヽVVリ′YVWⅥ▼YヽrWl ■甲甲　 甲㈹伊甲田㈹甲田甲田呼び田切野田申◎》Wく㈹甲田甲田桝甜紺野甲甲田砂田申印可m

14．660

127．228

書 芸　 木 去川　 ｝

事l

l ‾ 十 芦

r」

1．152

ヒノキ　　　 z ．728　　 ｛

1二甲9　　　　　　 93．485 チノキ　 ヨ 慧・

ll 】1 111 1】ll I

0 ・－6転 3 ．。3 0・6E7

4 ．36．4

33．801 104．452
ll

104．452 28．608
l「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「l

国　　　　　 名 日　　　 本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施　　　　 主　　 木 曽 電 気 製 鉄

架　 橋　 地　 点 長 野 県 南 木 曽 町　　　　　　　　　　　　　　　　　　 種　　　　　 別　　 歩 道 、 ト ロ ッ コ 橋

吊　 橋　 形　 式 4 径 間 2 ヒ ン ジ 補 剛 吊 橋　　　　　　　　　　　　　 路　　 線　　 名

上 部 工 工 期

竣 エ ・総 鋼 重

主 要 諸 元

形 式 ・ 材 料

工　　　　　　　　 期　　　　　　　　　　　 竣　　　　　　　　 工　　　　　　　　　 総　　 鋼　　 重　 （t f ）

・－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1 9　 2　 2

ス パ ン 割 ：　 2 3 。9 5　 ＋ 10 4 ．4 4 2　 ＋ 1 04 ，4 9 6　 ＋ 1 4 ．8 7■4 （m ） 幅 員 ：　 2 。 7　 2　 8　 m

部　　 材 形　　　　 式 主　 要　 寸　 法 主　 な　 材　 料 ・　 そ　 の　 他 鋼 重 量 （t f ） 備　　　　　　　 考

補 剛 桁 下 路 ト ラ ス

（高 ） 2 ．1 2 1 m

（幅 ） 3 ．0 3 0 m

木 製

添 接 板 は 金 製

床 組 も 木 製

主　　 塔 ラ ー メ ン （高 ） 1 3 ．3 m コ ン ク リー ト

ケ ー ブル

（サ グ ） 1 0 ．4 4 m　　　 （サ グ 比 ） 1 ／1 0

吊　　 材

設 計 の 特 徴

木 製 の 補 剛 桁 を 用 い 、 耐 風 索 を 設 置 し て い る 。 ま た 、 主 塔 か ら 補 剛 桁 に タ ワ ー ス テ イ が 設 置 さ れ て い る 。

架　 設　 工　 法

主　　 塔 ：

ケ ー ブ ル ：

補　 剛　 桁 ：

特　 記　 事　 項

現 存 す る 最 大 、 最 古 の 木 製 補 剛 吊 橋 で あ る 。

平 成 4 年 2 月 よ り桃 介 橋 保 存 の 調 査 、 検 討 お よ び 修 復 ・復 元 工 事 が 行 わ れ 平 成 5 年 1 0 月 に 完 成 し た 。 な お 、 土 木

の 近 代 化 遺 産 を 文 化 財 と し て 本 格 的 に 修 復 ・復 元 し た 初 事 例 で も あ る 。 土 木 学 会 田 中 賞 受 賞 （平 成 5 年 度 ）

参　 考　 文　 献

橋 場 ， 後 藤 ：桃 介 橋 保 存 工 事 ，橋 梁　 1 9 9 3 ．6

日経 コ ン ス ト ラ ク シ ョ ン ： 「保 存 」 と 「活 用 」 の 折 衷 案 を 探 る 管 理 者 に 配 慮 し た 桃 介 橋 の 復 元 工 事 1 9 9 3 ．1 2
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資　料　番　号 橋　　　　　名 桑　島　大　橋

⊂⊃
r」
U⊃

l ＼ l／1＼Iパ＼ Iパ＼ lパ＼ l／「＼】／l＼ l／卜 l l／卜 l／ J＼ lパ＼ 【／T＼ l／l＼ J／I＼ J／†＼J ＼ l／

L二d し汀、ミ
≠＿＿ゝ

1 9 ．3 6　 し卜　　　　　 2 8 × 1 ．5 2 5 1

＝ 5 7 ．9 5 1 9 ．3 6

I

国　　　　　名 日　　　本 施　　　　　主

架　橋　地　点 石川県能美郡白峯村字桑島 種　　　　　別

吊　橋　形　式 単径間2ヒンジ吊橋 路　　線　　名

上部工工期

竣エ・総鋼重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　重　（tf）

19　24年11月

スパン割：　5　9．O m

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　3．5　m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料　　　そ　の・他鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

主　　塔 （高）　　7．7　m

（サグ）6。06　m　（サグ比）1／9。7
ケーブル

設計の特徴

架　設　工　法

主　　塔：
ケーブル：
補　剛　桁：

特　記　事　項 現在自動車交通不能

大正時代の吊橋

内務省土木試験所：本邦道路橋輯覧　1925．12
参　考　文　献
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資　料　番　号 橋　　　　　名 B e nJamln F r．a n klln

「・イ寸

r　 忘

レhl′】＼レM

＋．8 ，4 6 0 ．7 5

NW N肌 W

′′′′1 ′ †J

】

2 2 9 ．0 8 5 3 3 ．4 0 2 2 9 ．0 8

9 9 1 ．5 6

2 7 ．13　　 ．ト

N

†→

ト⊂の
N⊂⊃「一（

璽

国　　　　　名 アメリカ 施　　　　　主 NewJersey，Pennsylvania，The City of N．J．

架　橋　地　点 Philadelphia　市（Delaware　河） 種　　　　　別

用　橋　形　式 3径間2ヒンジ補剛吊橋 路　　線　　名

上部工工期

竣エ・総桐重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　重　（tf）

19　2　6年　7月 54，86　9

スパン割：　2　2　9．1＋533．4＋229．1　（m）

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　38。3　m（鉄道部を含む）

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料　　　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

ト　　ラ　　ス

（高）　8．54m

（幅）　27．1m

ニッケル鋼，炭素鋼

主　　塔 ト　ラ　ス （高）102．8　m

ケーブル
（サグ）　　60．41m（サグ比）1／8。8
ケーブル径　762　mm
素線数　18】666本

設計者：Modjeski，Webster and Ball
設計の特徴

架　設　工　法

主　　塔：
ケーブル：A S工法
補　剛　桁：

特　記　事　項

軌道4条（市街電車2条，快速電車2条），道路　6車線　現在は廃止きれ8車線道路となっている
Delavare River橋，Philadelphia－Camden橋　とも呼ばれている
支間500mを超えた最初の吊橋

参　考　文　献
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資　 料　 番　 号
1 9　　 l 橋　 名 l　　　　　 清 洲 橋

186 ．22

江東 区方

一ト ーー

i．67　　　　　　　　　　　　　　　 182，88　　　　　　　　　　　　　　 1・6テ

10 ＠4．572 ＝45 ．72　　　　　　　　　　　　 20 ＠4．5 72 ＝91．44　　　　　　　　　　　 10 ＠4 ．572 ＝45 ．72 ・撃 方 「㌣ 】

「‾－‾‾‾‾「

J i l－1

l3．81 9．144 9．144 3．8 1

25．908
事l

…三1三慧 ］ ≡

1／30直線 勾配

p－・

1／6 0＿放物線 勾配

1／30直線勾配

Hl

「話ⅦJ　 ■ 「盲§ご1

lt ー；；l
壬；岩垂
ご！！J

肝

．‡；！
l
・！r！

】ll

川l11 ll l
lllヽ lレ】lll l　 レr】lllll　 rlll■l1111tl Jヽll′ll　 Lll　 r】l11　 11′ll　 h111／ll ll　 lヽl　 rll　 lll　 ′ll　 Ml 11Mllh lノーll　 hll　 レIl　 hl しr
llllV 】llllヽし′lllllV llllロ1ヽノ1】111 lV ll】l　 L　 rlllllV llll　 トレIlllllyllll　 l　 しrllll　 llノ 111　 rlllll．レIlllll ノnlllll】Jrllil人rllll　 h′l　　　　　　　　　 ／ヽ　　　　　　　　　　　　 l　　　　　　　　　　　　 llノIV　 llll′lヽll lll＿′l　 Jllllll l】lllll ′l　 tヽl】lノ1　 11　 111ノt　 l　 hlllノl】　 l111′ ヽllJ　 l】t　 hlJrlll　 hlノIlllhlJl‖L′hl‖1＼t ト】l　 hlバ　 IllヽJIJ　 】ll　 llノIlllヽ l′1lllllノIllll　 l′】l 「llノ】lllllノIlllヽ l′tll tllN　 lノl llヽ　 lJ　 】ll’llJ　 【l

・ l】】l・l 出 Il ■

◎ o lo 】 l且 l

l
3．81．l． 9．144　 －i一

f。 ■　　　 25・■9鵬

国　　　　　 名 日　　　 本 施　　　　　 主 東 京 市 復 興 局

架　 橋　 地　 点 東 京 都 中 央 区　 ～　 江 東 区　 （隅 田 川 ） 種　　　　　 別 道 路 橋 （当 初 は 路 面 電 車 と併 用 ）

吊　 橋　 形　 式 自 碇 式 連 続 補 剛 吊 橋 路　　 線　　 名 補 助 1 1 1 号 線

上 部 工 工 期

竣 エ ・総 鋼 重

工　　　　　　　　 期　　　　　　　　　　　 竣　　　　　　　　 工　　　　　　　　　　 総　　 鋼　　 重　 （t f ）

1 9 2 5　 ～　 1 9 2 8　　　　　　　　　　 1 9 2 8 年　　　　　　　　　 4 ， 5 2 7 （リ ベ ッ ト類 含 む ）

主 要 諸 元

形 式 。 材 料

ス パ ン 割 ：　 4 5 ． 7 2 ＋ 9 1 ． 4 4 ＋ 4 5 ． 7 2　 （m ） 幅 員 ：　 2　 2 ． O　 m

部　　 材 形　　　　 式 主　 要　 寸　 法 主　 な　 材　 料　　　 そ　 の　 他 鋼 重 量 （tf ） 備　　　　　　　 考

補 剛 桁 連 続 飯 桁

（高 ）

（幅 ） 2 5 ．9 m 建 築 用 鋼 材

2 ，9 1 8

R C 床 版

付 属 物 含 ま ず

主　　 塔 ラ ー メ ン （高 ） 1 7 ．4　 m 建 築 用 鋼 材 3 5 6

ケ ー ブ ル チ ェ ー ン

ケ ー ブ ル

（サ グ ） 1 2 ．8 m （サ グ 比 ） 1 ／7

デ ュ コ ー ル 鋼 6 04 ケ ー ブ ル 材 の み

吊　　 材 ア イ パ ー 建 築 用 鋼 材 8 5

設 計 の 特 徴

自碇 式 連 続 補 剛 鍍 桁 吊 橋

ケ ー ブ ル が 吊 鎖 型

「復 興 局 街 路 橋 設 計 仕 様 書 」 に 基 づ き 設 計 （路 面 電 車 に つ い て は 活 荷 重 と し て 別 途 考 慮 ）

架　 設　 工　 法

主　　 塔 ：

ケ ー ブル ：

補　 剛　 桁 ：

特　 記　 事　 項

関 東 大 震 災 後 の 復 興 計 画 の 一 環 と して 建 設 さ れ た

日 本 で 最 初 の 圧 搾 空 気 潜 函 工 法 で ケ ー ソ ン を 架 設 し た

日 本 で 最 初 の 自碇 式 吊 橋

参　 考　 文　 献

清 洲 橋 設 計 計 算 書

隅 田 川 筋 橋 梁 調 査 報 告 書 （そ の 2 ） ， 昭 和 4 5 年



166 吊橋一枝術とその変遷－

4，110



6．吊橋の実績調査 167

資　 料　 番　 号
2 1　 l橋　 名 I　　　　 M 。u n t H 。p e

10．370

塔頂面’85．743
歯 感
⊂プ

Z二3

庶
B R IS T O L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 p o R T S M O U T H

r」
寸1

路面 。。．53。　　　　　 67 1 15。　　　　 36 6　　 【 154 l 67 －…‾‾」

l　 ■ト　　　　 I l
麿

麹
漁

橋脚上面 8．998

「　　　 人l　　　　　　　 ．】M ．L．W ．El．0．00

国　　　　　 名 ア メ リカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施　　　　 主　 Mou n t H op e B r id g e C om p a n y

架　 橋　 地　 点 Rh o d e Is l a n d　 州　 （Mou n t Iio p e　 湾 ）　　　　　　 種　　　　　 別　 道 路 橋

吊　 橋　 形　 式 3 径 間 2 ヒン ジ吊橋　　　　　　　　　　　　　　　 路　 線　 名　 Pro v i d en c e JN e w p o r t 間道 路

上 部 工 工 期

竣 工 ・総 桐 重

工　　　 期　 ！　 竣　　　 工　　　 総　 鋼　 重 （tf ）

～　　　 】　 1 9 2 9　　　　　 約 6 JO O O

主 要 諸 元

形 式 ・材 料

スパ ン割 ：　 1 5 4 ＋ 3　 6　 6 ＋ 1 5　 4　 （m ） 幅 員 ：1 0 ． 3　 6　 m

部　　 材 形　　　　 式 主　 要　 寸　 法 主　 な　 材　 料　　　 そ　 の　 他 鋼 重量 （tf） 備　　　　　　　 考

補 剛 桁 トラス

（高 ）5 ．49 m

（幅 ）10 ．36m

R C 床 版厚 さ 18　 cm

主　　 塔 ラー メ ン （高 ）77m

ケ ー ブル

平行 線

ケ ー ブル

（サ グ ） 36 ．6 m （サ グ比 ） 1／10

ストランド構 成 ¢4．98m m x 3 5 0 ストランド数 7

ケープ十ル構 成 2 × ¢27 9m m 断 面 積 47 7 ．42 c一式

75 0 Zn　 メ　 ッキ

吊　　 材 ¢34 ．9m m ， 1箇 所　 4本

設 計 の 特 徴

架　 設　 工　 法

主　　 塔 ：

ケ ー ブル ：A S 工 法

補　 剛　 桁 ：面 材 （単 材 ） 架 設

特　 記　 事　 項

Con su lt in g En g in e e r　 Rob ln s on　 ＆　 St e in m a n

ケ ー ブル に熱 処理 ワイ ヤ ー を使 用 した こ とに よ る断線 事 故 が報 告 さ れ て い る

参　 考　 文　 献

E N R J IJo l ．10 0 ，No ．15 J　　 Iro n T r a d e　 Re v i ew ， Vo l ．83，De c 。6，19 2 8

④



吊橋一枝術とその変遷－

131



6．吊橋の実績調査

228．60

914

レ建L」

5，010

3，904

1，821

175
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資　料　番　号 橋　　　　　名 G e o r g e W a s hln g t o n

32．311105　11．43

「　 「　 「

「計
しn

く＝）
［、
「・」

匝百聞自白∈覇官百百国

鬱

ど迅
屯ク

忘ク
ど塾

日記 6

物ぜ包皮
【⊇ロ g

忘才

鯵

ぬ
§詔
ど§
忘才

▼▲i

すdl

∇

■こ

窃

ど 3

∠：』

忘ク

召B
勿ロロ匝

1 4 ．4 8 1 7 ．0

国　　　　　名 アメリカ 施　　　　　主 Port of New York Authority

架　橋　地　点 New York市　（Hudson河） 種　　　　　別

吊　橋　形　式 3径間2ヒンジ補剛吊橋 路　　線　　名 Cross Bronx Expressway

上部工工期

竣工・総鋼重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　重　（tf）

19　2　7．　　3～19　31．10 19　31年10月 101，8　6　6

スパン割：18　5．93＋106　6．80＋198．12　（m）

部　　材 形　　　　式 主要寸法　（m） 主　な　材　料　・　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

主　要　諸　元

形式・材料

ト　　ラ　　ス

（高）　　9。14m

（幅）　32．31m

主　　塔 ラ　チ　ス （高）170．54m

ケーブル 平行線
ケーブル

（サグ）　99．06　m　（サグ比）1／10．8
ケーブル径　911mm
（¢4．98mmx434本）×61stx4本

吊　　材 Ind．W．R． ¢73×4本

設計の特徴
当初は無補剛桁であったが，ダブルデッキ化にともないトラス桁に改良．

路面電車併用橋として設計．
ダブルケーブル

架　設　工　法

主　　塔：クリーバークレーン工法

ケーブル：A S工法

補　剛　桁：トラベラクレーン工法，中央径間：主塔から中央へ，側径間：アンカレイジから主塔へ

特　記　事　項

下路部分1rま，1953．3～1960．6に追加工事
支間1000mを超えた最初の吊橋

②，③，④
参　考　文　献
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3　0　8

211

97
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17，703

9、918

7J880
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資　料　番　号 橋　　　　　名 G01d e n G a t e

国　　　　　名

3・22 （〇

Uつ
DO

、■‾ ■●Uつ

m
Ln

r」
、廿
⊂⊃
r」N

の
廿ヽ
寸
N
の
寸
・責

8

l

⊂Yつ
m

N
くエ）
⊂n
m

【：、－
く、D
N
寸

’7．49

27．43

自　 芸 ±

8 ．33 8　 司一　 7 4 ．5 1　 L 一

■「　 9 1 ．2 8　 ′ l

アメリカ 施　　　　　主 Golden Gate brldge and Highway Distrlct

架　橋　地　点 San FrancIsco　湾口 種　　　　　別 道　路　橋

同　橋　形　式 3径間2ヒンジ補剛トラス吊橋 路　　線　　名

上部工工期

竣工・総鋼重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　重　（tf）

19　3　3　　～　19　3　7 19　3　7年　5月 7　5J2　98

スパン割：　342．90＋1280．16＋342．90　（m）

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　2　5．7　m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料　　　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

（■高）　7。62m

（幅）27．43m

主　　塔 ラーメン （高）210．4m

ケーブル 平行線
ケーブル

（サグ）143．26　m　（サグ比）1／8．9
ケーブル径　924　mm
（¢4．98×452本）×　61st x　2本

ハンガー 吊　　　材 ¢68．3mm x　4本／（1格点当たり）

設計の特徴

架　設　工　法

吊
リ
t

t
一
35

ホ
7

8
式
（

（
プ
法

法
一
工

工
ル
ン

ン
　
の
一

一
統
レ

レ
系
ク

ク
　
2
　
ク

ー
（
　
ツ

パ
法
リ

ー
工
デ

リ
S
動

ク
A
移

塔
ル
桁

ブ
叫

一
同

主
ケ
補

りデリッククレーン2台使用）
ングシステム採用）

吊り4台使用，2パネル面材架設）

特　記　事　項

・下横構の追加工事（19　51年）
・ハンガーロープの取り替え工事（1975年）

・鋼床版への改造工事（1983～198　5年）

参　考　文　献

建設省：世界長大橋吊橋概要　1968
本州四国連絡橋公団，海洋架橋調査会：海外長大吊橋の概要　1988
恩・，・③，④，⑤・，一⑥
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資　料　番　号 橋　　　　　名 T a c o m a N aノIr：r O W S

十 1 3 6 ・6　　　　　　　　　 「→

B　　　 t
：　　 十 把

T a

」

1 5 1 ．5 3　 3 3 5 ．2 8

「－1

しD
U⊃

8

M ．L ．L ．W ．L － 2 ．1

l
l

5 3 ．4 4　　　 3 3 5 ．2 8

「l 「　　　　　　　　　　　　　　　　　 r l「
1 5 2 4 ．0 0 7 9 ．7

ケーブルおよび
補剛 プ レー トガ ーダー の中心間隔 1 1，約 ．

1 ・51 ．　　　　 7 ・92　　　　 ．1 ・51 ．
、＼ ¢0

］
d ．22　　　　　　　　　 0 ．22　　　 ■

m
m

†→

リ　　　　 リ　　　　 リ　　　　 リ　　　　 U

国　　　　　名 アメリカ 施　　　　　主 Washington TollBridge Authority

架　橋　地　点 Washlngtom　州　Tacoma　市　Tacoma海峡 種　　　　　別

吊　橋　形　式 3径間2ヒンジ吊橋 路　　線　　名

上部工工期

竣工・総鋼重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 稔　　鋼　　重　（tf）

19　3　8．11　一－　19　4　0．　6 1940年　6月

スパン割：　33　5．28＋8　53．44＋3　3　5．28　（m）

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　10。94　m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料・　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

（一高）　　2。44　m

（幅）　11．89　m

R C床版（床版厚13．3cm）

主　　塔 （高）128．02　m

ケーブル 平行線
ケーブル

（サグ）70．71m　（サグ比）1／12．1
ケーブル径　435mm
（¢4．95mmx332本）×19stx2本

吊　　材 ¢31．8mmx4本

設計の特徴
主塔部分に防振ダンパを使用
たわみ理論に忠実に設計された軽量な補剛桁

架　設　工　法

主　　塔：
ケーブル：A S工法
補　剛　桁：

1940年11月に，約19m／secの風でフラッターが発生し落橋．以後，耐風安定性の重要性が認識される．
特　記　事　項

参　考　文　献

神戸市：世界長犬用橋の設計諸元　1966．1
②



吊橋　】　技術とその変遷仙

335．28

18．29

16，475

4，854



6．吊橋の実績調査

1859

7，076

A7－46 7J439

3，538



吊橋一技術とその変遷鵬

181．2

125．5

43．9



6。吊橋の実績調査



吊橋一技術とその変遷－

94．5 94．5

0300　0．300

3，350

1，470
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資　料　番　号 橋　　　　　名 M a c k　土　n a c

＋ 1 6 8 ．2　　　　　　　　　　　　 0〇

く．工〉
⊂＝〉
▼－」
1 ‡

1年

」し　 5 4 8 ．6 。

卓1 ・

寸

1 1 5 8 ．2 4　　　　　　　　　　　　　　　 5 4 8 ．6 4

1 4 3 ．打　　　　　　　　　　　　　　　　 2 6 2 5 ．5 6　　　　　　 ■■1　　　　　 「1立3 ．8 7 ■

ケ ー ブ ル お よ び 補 剛 トラ ス の 中 心 間 隔　 2 0 ・7 3 ．

1 6 ．4 6

l「． 3 ．6 6 ． 3 ．5 5 ‥ 3 二5 5 ． 3 ．6 6 1　　 卯 ・6 2

r l

、 0 ．9 1l

l l 「
0 ．6 1
1 I

r b ．的

l

1　　 」＿　　　　 T　　　 I　　　 T

卵　 一　 節 Lr〕⊂⊃m

lコ〇しrつ
▼－」「－1l

l

国　　　　　名 アメリカ 施　　　　　主 Hackinac Bridge Authority

架　橋　地　点 Michigan　州　Mackimaw　市 種　　　　　別

吊　橋　形　式 3径間2ヒンジ吊橋 路　　線　　名

上部工工期

竣工・総桐重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　重　（tf）

19　5　4．　　5　～　19　5　7．11 19　5　7年11月 38，018

スパン割：　548．64＋115　8．24＋548．64　（m）

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：15。8　5　m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料・　そ　の　他 鋼重量（げ） 備　　　　　　　考

ト　ラ　　ス

（高）　11．58m

（幅）　20．73　m

床版：RC床版（2車線）
鋼格子（2車線＋歩）

主　　塔 ラーメン （高）156．97m

ケーブル 平行線
ケーブル

（サグ）106．7　m　（サグ比）1／10．9
ケーブル径　622mm
（¢4．98mmx340本）×37stx2本

用　　材 Ind．W．R． ¢57．2mmx2本 ケづヾル八ヾンド等含む

設計の特徴
補剛トラスはSteimmanの方法，横構はSelbergの方法．，主塔はChuの方法で設計．
耐風安定性を考慮して，床版の半分がオープングレーテング．

架　設　工　法

主　　塔：FC＋クリーバークレーン

ケーブル：A S工法
補　剛　桁：2パネル（100～150t）リフティングクレーン工法（主塔から中央へ架設）

フレキシプルタワーを解析的に扱った最初の吊橋
特　記　事　項

参　考　文　献
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234　63 234　63

27　41

10，471

8J934

3，703
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資　料　番　号 橋　　　　　名 大　　渡　　橋

l

「‾‾
▼＿．．＿．．．．．．．＿．＿．J

3 0 ．0 0

ノ■■l　 ＼　　 l　 一′l＼　　 l　 一′－1＼　　 l　 一′■l、　　 l　 一′l＼　　 l　 ＿一■t　 ＼　　 l　 ＿ノ「l、　 l　 一一■l＼　 l　 一′t　 、　　 】　 ＿一rl＼　　 l　 ＿′rl　 ＼　　 l　 一′l　 ＼　　 】　 ＿ノーl　 、　　 l

3 0 ．0 0t 28＠3．65＝1。2．2。　　 」lー■I
1 0 4 ．0 0

0 ・2 5　　　　 5 ．5 0　　　　 0 ・2 5

⊂⊃
⊂⊃

N

l
l

6 ．5 0

卜竿

⊂＝〉
［、＿

［■、－

「・」

⊂⊃

r」
［■－

⊂⊃

r」

N

「・」

8 ．5 0

国　　　　　名 日　　　本 施　　　　　主

架　橋　地　点 富山県東砺波郡平村 種　　　　　別 道路橋（一等橋　T L－2　0）

吊　橋　形　式 単径間2ヒンジ補剛吊橋 路　　線　　名 二級国道　岐阜高岡練（現　国道15　6号）

上部工工期

竣工・総桐重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　エ 総　　鋼　　重　（tf）

19　5　6・｝19　5　8 19　5　8年

スパン割　　　104．0　＋（30．0）　（m）

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　5。5　m

2　7　5．8

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料　　　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

（高）　2．O m

（幅）　6．5　m

S S41 R C床版17cm厚

主　　塔 （高）17。7m

ケーブル
（サグ）12．77m（サグ比）1／8．14
ケーブル　¢58×7本

設計の特徴
わが国で初めてスパイラルロープを用いた．

吊材の長き調整により補剛トラスに初期応力を与え，完成時に死荷重全てを主ケーブルが受け持つプレストレス工法
を初めて採用．

架　設　工　法

主　　塔：

ケーブル：

補　剛　桁：　ケーブルクレーン工法

特　記　事　項

昭和初期に木造補剛吊橋が架設されたが，老朽のため鋼製吊橋に架け替えられた
その後（1963），床組を鋼床版に取換えている

建設省道路局監修：道路橋大鑑1958　土木罪過信社
参　考　文　献



186 吊橋一技術とその変遷－

資　料　番　号 橋　　　　　名 淵　牛　館　橋（えんぎゅうだてぼし）

4 0 ．0 0　　　　　　　　　　　　　　　　　 1 1 1 ．6 0　　　　　　　　　　　　　　　　 2 6 ．0 0

（）〇

2 3 ．5 0

の

－

⊂＝）

「－1

国　　　　　名 日　　　本 施　　　　　主

架　橋　地　点 種　　　　　別

吊　橋　形　式 単径間2ヒンジ吊橋 路　　線　　名

上部工工期

竣工・総鋼垂

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　塁　（tf）

19　5　8年 5　4．0

スパン割：（29．0）＋111．6＋（29．0）　（m）

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　　2．O m

部　　材 形　　　　式 主要寸法　（m） 主　な　材　料　　　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

（高）　0．4　m

（幅）　3．O m

主　　塔 ラーメン （高）13．5　m

ケーブル
（サグ）　　　m　（サグ比）1／10

（¢　6mmx7本）×16stX2本

重橋床吊橋
設計の特徴

架　設　工　法

主　　塔

ケーブル

補　剛　桁

特　記　事　項

参　考　文　献
日本橋梁建設協会：年代別鋼橋一覧　1985．12

横河橋梁50年史　1960
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資　料　番　号 橋　　　　　名 T a n c a．r vllle

⊂⊃
U つ

［、
U ⊃

1 7 6 ．0 0

†→

†→
u つ

l
l

6 0 8 ．0 0

l l
l l
」　 し．＿．＿＿

1 7 6 ．0 0

i ；；

」」

9 6 0 ．0 0

国　　　　　名 フランス 施　　　　　主

架　橋　地　点 Le Havre　付近（Selne　河） 種　　　　　別

吊　橋　形　式 3径間2ヒンジ補剛吊橋 路　　線　　名

上部工工期

竣工・総鋼重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　エ 総　　桐　　重　（tf）

19　5　9年 16，272（うち，鉄筋5，990）

スパン割：176．0＋6　08．0＋176．0　（m）

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　14．9　m

部　　材 形　　　　式 主要寸法　（m） 主　な　材　料　　　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

ト　　ラ　　ス

（高）　6．O m

（幅）16．O m

R C床版

主　　塔 ラーメン （高）123．4　m （3，840）鉄筋鉄筋コンクリート

ケーブル 平行線
ケーブル

（サグ）　67．50　m　（サグ比）1／9
ケーブル径　564mm
（¢4．78mmx169本）×56stx2本

吊　　　材 スチールハヾ－およびスチールロッド ¢89×1本（¢4．7×261本／本の構成）

設計の特徴 ケーブルバンドは，縦締め

架　設　工　法

主　　塔：
ケーブル：
補　剛　桁：

特　記　事　項

参　考　文　献



188 吊橋一枝術とその変遷　】

資　料　番　号 橋　　　　　名

⊂＝）
⊂⊃

⊂⊃

I・・一l

2 4 ．8 0

⊂⊃
⊂⊃

0 0

r」

2 5 ．8 0

卜

／　 ＼／　 ＼／　 ＼／

H ．W ．L ．29 7．qO

＼

177，60

l

国　　　　　名 日　　　本 施　　　　　主 電源開発（株）

架　橋　地　点 奈良県吉野郡十津川村川津地内 種　　　　　別

吊　橋　形　式 単径問2ヒンジ補剛吊橋 路　　線　　名

上部工工期

竣エ・総鋼垂

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　重　（tf）

19　5　9　　～　19　6　0 19　6　0年

スパン割：　18　0．O m

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　3．6　m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料　・　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

（高）　3．48　m

（幅）　4．60　m

主　　塔 （高）　20．00　m

（サグ）　18．O m（サグ比）1／10
ケーブル

設計の特徴 三角形断面トラスの採用（日本初）

架　設　工　法

主　　塔：
ケーブル：ケーブルエレクション
補　剛　桁：

特　記　事　項 建設当時の吊橋（日本）では，最大主塔間隔

参　考　文　献
鉄骨橋梁協会：繊骨橋梁年鑑1963
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資　料　番　号 楕　　　　　名 小　嶋　門　橋

4 4 1 ．4 0

0 ・5 9

批H

】2 5 ．。

】 1 4 ＠二4．9 5 1 ．6 0　　　 3 2 ＠ 4 ．9 5 ＝ 1 5 8 ．4 0　　　 1．印　　　 3 2 ＠ 4 ．9 5 ＝ 1 5 8 ．4 0　　 1．6 0 1 0 ＠ 4 ・9 5 0 ．5 0

l ‾「l」L
＼ゝ

2 3 ．3 5

l「 ＝ 5 9 －3 0 r i「 r 】 ＝ 4 9 －5 0

。 7 。．6。 1 6 。．。。 7 」卜 1 6 。．。。 5。．8。

「l，

害　 】十 日・5 0　　 ≡

「－1 †→

（X 〕
⊂⊃

⊂⊃
m

Uつ
の
の

⊂⊃

「・－1

U つ
（X 〕
の

T｛
丁－｛

Ln
の
Uつ

Uつ

〔X〕
⊂⊃

寸
N

0 ‾「

しn

「・づ
しn

▼－」
「・」

／ 「 ・7 ．

廿
Uつ

「・」
「－1

－

ノ

08 ，

国　　　　　名 日　　　本 施　　　　　主 徳　島　県

架　橋　地　点 徳島県鳴門市 種　　　　　別 道　路　橋

吊　橋　形　式 4径間2ヒンジ補剛トラス吊橋 路　　線　　名

上部工工期

竣工・総鋼重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　重　（tf）

19　6　2年 1，2　2　7

スパン割　　　70．6＋16　0．0＋16　0．0＋5　0．8　（m）

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　7。O m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料　　　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

（高）　3．2m

（幅）　8．5m

SS41，SH50 618

主　　塔 ラーメン （高）32．Om SS41，SM50

ケーブル ストランデ

ットロープ

（サグ）15．84m　（サグ比）1／10．1
ケーブル径　270　mm
¢　54　×19st x　2本

吊　　材 ¢40mm xl本／（1格点当たり）

設計の特徴
日本に於ける代表的4径間吊橋
中央塔は曲げモーメントに耐えるようA字型とし4径間吊橋の剛性向上をはかっている

架　設　工　法

主　　塔：

ケーブル：

補　剛　桁：ケーブルエレクション工法

特　記　事　項

参　考　文　献

鉄骨橋梁協会：鉄骨橋梁年鑑　1963
土木施工1’01。2　No．6，7
⑥
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9、2　6　2

4，000

1，500
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資　料　番　号 橋　　　　　名

193

0 0 0 0 0

⊂⊃
の
の
「・」

6．50

（X）
しn
00

国　　　　　名 日　　　本 施　　　　　主

架　橋　地　点 静岡県磐田郡佐久間町 種　　　　　別

吊　橋　形　式 単径間吊橋 路　　線　　名

上部工工期

竣工・稔鋼重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　重　（tf）

19　5　5　～　19　6　3 19　6　3年

スパン割：　13　7．6　　m

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　5．5　m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料　　　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

ト　　ラ　　ス

（高）　　4．O m

（幅）　　6．5　m
321

R C床版（床版厚150mm）
鋼重には主塔およびケー
ブルを含む

主　　塔 ラーメン （高）　19．9　m

（サグ）15．O m　（サグ比）1／9．2
ケーブル

設計の特徴
センターステイを設置
設計活荷重T L－9

架　設　工　法

主　　塔：
ケーブル：

補　剛　桁：ケーブルエレクション

小規模ながら上格式の本格的吊橋
特　記　事　項

日本橋梁建設協会：鉄骨橋梁年鑑　1963
参　考　文　献
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資　料　番　号 橋　　　　　名 Vln c e n t T h o m a s

⊂⊃

⊂⊃

Uつ
寸

l

4 5 7 ．2 0 1 5 4 ．2 3

7 6 5 ．6 6

国　　　　　名 アメリカ 施　　　　　主 California DivIsion of　江1ghways

架　橋　地　点 Califormia州　Los－Angeles市 種　　　　　別

吊　橋　形　式 3径間2ヒンジ吊橋 路　　線　　名

上部工工期

竣工・総鋼重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 稔　　鋼　　董　（げ）

19　6　3年 14，10　0

スパン割：　154．2＋4　57．2＋154．2　（m）

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　15．8　m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料・　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

ワーレントラス

（高）　　4．56　m

（幅）　18．O m

溶接構造H形断面

主　　塔 （高）　　102　m

ケーブル ハ0ラレルワイヤー

（サグ）約　45　m　（サグ比）約1／10

（¢4．76mmx212本）×19stx2本

吊　　材 撚線ワイヤー 1吊点当たり4本

設計の特徴 主塔基部に固定可とう式鋼セル構造を採用

架　設　工　法

主　　塔：
ケーブル：エアスピニング法

補　剛　桁：ケーブル上のリフティングビームによりブロック架設（塔より中央に向う）

特　記　事　項 アメリカで初めての溶接構造の主塔．現場接合はH Tボルト．

参　考　文　献



6．吊橋の実績調査 195

資　料　番　号 橋　　　　　名 魚梁瀬第　3　号橋

．1臥25　　　　　　　　　　　　　 140．00　　　　　　　　　　　　　　　 35．郎
1・50　　　　　　　　　 137．00　　　　　　　　　 】1．50

ノ 宍

／ノ

⊂⊃
しD　　　 ⊂⊃

⊂⊃　　　　 m

○　　 ヨ
ト

［－ 「－」

m
▼・－イ

Lごン
‡

53．。。 l
H ．W ．L 4 40．■0 0

1・50　　　　　　 20 ＠6．850 ＝137．00　　　　　　 1．5せ

43 ．00 rl　　　　　　　　　　　　　 －　　　　 】　　　　 中一

4 ．9 0

0 ．2 0 0 ．2 5　　　　　　 4 ．0 0　　　　　　 0 ．2 5 0 ．2

⊂＝）
（X〕

N

l

国　　　　　名 日　　　本 施　　　　　主 電源開発株式会社

架　橋　地　点 高知県安芸郡馬路村 種　　　　　別

吊　橋　形　式 単径間吊橋 路　　線　　名

上部工工期

竣工・総嗣重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　重　（tf）

19　6　4年

スパン割：　（43．0）＋140．0＋（53．0）　（m）

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　4。O m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料・　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

ト　　ラ　　ス

（高）　　2．8　m

（幅）　　4．9　m
88

R C床版（床版厚160mm）

主　　塔 ラーメン （高）　17．2　m

（サグ）13．7　m　（サグ比）1／10．2
ケーブル

設計の特徴
中路式補剛トラス
設計酒荷重T L－14

架　設　工　法

主　　塔：

ケーブル：

補　剛　桁：ケーブルエレクション

特　記　事　項

鉄骨橋梁協会：鉄骨橋梁年鑑　1964
参　考　文　献
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資　料　番　号 橋　　　　　名 E m m e rlc h

2 2 ．5 0

1 6 ．8 0

1 4 ．5 0

l
m
の Uつ

rつ

1

⊂⊃ ⊂⊃

く＝〉
Ln

てが

国　　　　　名 ド　イ　ツ 施　　　　　主 Nordhein－Westfalen　州

架　橋　地　点 Emmerich（Rhine　河） 種　　　　　別

吊　橋　形　式 3径聞達続補剛吊橋 路　　線　　名

上部工工期

竣工・総鋼重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　重　（tf）

19　6　2　～　19　6　5 19　6　5年 9，9　00

スパン割：151．5＋5　00．0＋151．5　（m）

主　要　諸　元

形式。材料

幅員：　2　2，5　m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料・　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

（高）　4．5　m

（幅）16．8　Ⅷ

St　50，St　52－1，St　52－3
St　37

鋼床版テナッキ70レート厚さ

12mm

主　　塔 ラーメン （高）74．2　m St　52－3 基部固定可携式

ケーブル

ロックドコ

イルロープ

（サグ）　55．6m　（サグ比）1／9
（ケーブル径）472mm
素線径　51．5mm x　61st x　2本

吊　　材 ¢60～¢69　×4本

設計の特徴
鋼床版床組直結
橋梁等級（DINlO72）：60T

架　設　工　法

主　　塔：鋼溶接構造，現場継手　H．T．B
ケーブル：
補　剛　桁：

1976年（11年目）定期点検でケづヾル八ヾンド用高カボルトに破断したものを発見，かなりのボルトが破損していた
特　記　車　項

参　考　文　献
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資　料　番　号

吊橋∬技術とその変遷－

橋　　　　　名 V e r r a z a n o N aノIr：r O W S

l

コ 「 1 5 ・0 9

LJつ
m

ト
▼－・」
r」

7 0 ・3 ∴ F 」

LJつ
M ．H ．W ．L ＋ 0 ．8　　　　 ⊂n

1 2 9 8 ．4 5 ． 3

「ll
2 0 3 9 ．1 1

「鞠 8．71 祥

2 1 ．6 0 ・

巳

［＼・
の

「－1
の
T」

1 4

8

■1 0 ．8

」 J J 」

1 9 ．2 0　 2 3 ．3 0

6 9 ．8 0　　　　　 3 9 ．4 0

国　　　　　名 アメリカ 施　　　　　主 Trlborough Bridge and TunnelAuthority

架　橋　地　点

昂　橋　形　式

New York　市（Hudsom River河） 種　　　　　別

3径問2ヒンジ吊楠 路　　線　　名

上部工工期

竣工・総鋼重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　重　（tf）

19　6　0。　1～19　6　5 19　6　5年

スパン割：　370．3＋1298．5＋370．3　（m）

主　要　諸　元

形式。材料

16　3，9　31

幅員：25．8（上床版）＋26．7（下床版）

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料　　　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

ト　　ラ　ス

（高）　　7．3　m

（幅）　　31．3m

A7，A36，A2B3，A303，A373，

A242，A440JA441，：7㌧1鋼 45，169

主　　塔 ラーメン （高）　192．O m A7，Al13JA373，A440，A441

ケーブル 平行線
ケーブル

（サグ）117．4m　（サグ比）1／11．06

426本×61st．×2本

設計の特徴

架　設　工　法

主　　塔：1，2段目はフローティング工法，3段目以降はクリーバークレーンエ法
ケーブル：AS工法，ループ式ホーリングシステム採用

補　剛桁：中央径聞から両主塔方向ヘリプディングクレーンで直下吊り架設，架設ブロックは180t～394t

特　記　事　項
現在第2位の支間長

②，③，④，⑥
参　考　文　献
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483．42

23．50

21．00

1012．88 483．42

227764
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資　料　番　号

吊橋一技術とその変遷－

橋　　　　　名 S e v e r n

A v s t

・－－－－－－一書■－

3 0 4 ．3 0

M ．H ．W ．L 十 0 ．3 0 0 ．n

3 0 4 ．3 0

－一寸■－
9 8 7 ．5 5

1 59 7 ．1 5

2 2 ．3 6 ・

．宗　　 2 ．9 0　　　　　 5 ．1 8

m 十 十

N
の

T－」
N

▼→

L ．

N
しD

【、

の
寸

［、
M

巴

N

「・・」

（⊃0

てが

⊂⊃
m

■等

〔X〕

r」

l

5

l

巴 ‾

ヨ 】

l

l 3 ．6 6

＋ 6 ．8

l

国　　　　　名 イギリス 施　　　　　主 Hinistry of Transport

架　橋　地　点 Bristol市（Severn河） 種　　　　　別

吊　橋　形　式 3径間2ヒンジ補剛箱桁吊橋 路　　線　　名

上部工工期

竣工・総鋼重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　重　（tf）

19　6　3．　5～19　6　6．　9 19　6　6年 18，7　9　6

スパン割：　3　04．3＋9　87．6＋304．3（m）

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　27．14　m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料　　　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　考

箱　桁

（六角形）

（高）　　3．1m

（幅）　　22．9　m

主　　塔 ラーメン （高）　121．9m

ケーブル 平行線
ケーブル

（サグ）80．3　m　（サグ比）1／12．3

438本×19st．×2本

用　　材 ス八0イ引川づ0

設計の特徴
斜めハンガーの採用

初めて補剛材に箱桁形式を採用

架　設　工　法

主　　塔：クリーバークレーン工法

ケーブル：AS工法，ループ式ホーリングシステム採用

補剛桁：中央部より両主塔方向へ架設，全断面箱桁2パネルブロックをリフティングクレーンにて直下吊りエ法

供用後，斜めハンガーの破断と鋼箱桁の溶接部に損傷が生じ，補修が行われている
特　記　事　項

参　考　文　献
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資　料　番　号

201

橋　　　　　名 Alb s b o r g

o u th A b u tm e n t N o r th A b u t m e n t

2 3 3 ．0

⊂：⊃
⊂⊃
曽 ▲

出　　　　 4 17 ．6 。　　　 甲

2 5 0 －0 0

■11　　　　　　　　　　 9 0 0 ．6 0　　　　　　　　　　 ■r「

．　　 3 1 ．1 0　 1

3 1 ．10

2 8 ．1 0

「 i

国 　 　 　 　 　 名 ス ウ ェ ー デ ン

架 　 橋 　 地 　 点

施 　 　 　 　 　 主 G （ i t e b o r g  T h r o u g b  H a m n k o n t o r e t

G ら t e b o r g 　 市

吊 　 橋 　 形 　 式

種 　 　 　 　 　 別

単 径 問 2 ヒ ン ジ 吊 橋

上 部 工 工 期

竣 工 ・ 総 鋼 重

路 　 　 線 　 　 名

竣 　 　 　 　 　 　 　 　 　 エ 総 　 　 鋼 　 　 重 　 （ t f ）

1 9 　 6 　 2 　 ～ 　 1 9 　 6 　 6

主 　 要 　 諸 　 元

形 式 ・ 材 料

1 9 　 6 　 6 年 5 ， 8 0 0

ス パ ン 割 ： 　 4 1 7 ． 6 　 m

部 　 　 材

主 　 　 塔

ケ ー ブ ル

幅 員 ： 2 　 8 。 1 m

形 　 　 　 　 式 主 　 要 　 寸 　 法 主 　 な 　 材 　 料 　 　 　 そ 　 の 　 他鋼 重 量 （ t f ） 備 　 　 　 　 　 　 　 考

（ 高 ） 　 4 ． 6 5 m

（ 幅 ） 　 3 1 ． 1 m

R  C 床 版

（ 高 ） 1 0 0 ． 1 m

（ サ グ ） 　 　 　 　 　 （ サ グ 比 ）
ケ ー ブ ル 径 　 　 5 7 7 m m
（ ¢ 　 　 Ⅹ 9 4 ） × 8 5 s t x 2 本

¢ 4 5 m m x 4 本

設 計 の 特 徴

架 　 設 　 工 　 法

主 　 　 塔 ニ

ケ ー ブ ル ： ル ー プ 式 駆 動 系 に よ り 引 き 出 し 工 法
補 　 剛 　 桁 ： 直 下 吊 り 工 法

特 　 記 　 事 　 項

ス ウ ェ ー デ ン の 代 表 的 な 吊 橋

参 　 考 　 文 　 献

D E R  B A U I N G E N I E U R 　 1 9 6 5 ． 9

③ ， ④
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資　料　番　号 橋　　　　　名

2 9 ．0 0　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1 6 0 ．0 0

1 ．0 0 1 5 8 ．0 0

⊂⊃
く＝・

し〈つ

r 」

⊂＝）
の

0 0

支間中央部

国　　　　　名 日　　　本 施　　　　　主 奈良県月瀬村

架　橋　地　点 奈良県添上郡月瀬村 種　　　　　別

吊　橋　形　式 単径間吊橋 路　　線　　名

上部工工期

竣工・総鋼重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　桐　　重　（げ）

19　6　7．12一－19　6　9。　1 19　6　9年　1月

スパン割：　16　0　m

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　　m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料・　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

（高）　　0．6　m

（幅）

主　　塔 ラーメン （高）　17．8　m

（サグ）　15　m　　（サグ比）1／10．5
ケーブル 平行線

ケーブル

設計の特徴
設計活荷重：T L－9
センターダイアゴナルステイにスプリングを使用

架　設　工　法

主　　塔：
ケーブル：P S工法
補　剛　桁：

特　記　事　項

補剛桁にプレストレス工法を採用し死荷重応力を完全に除去

日本で初めてPPWSを採用

日本橋梁建設協会：鎖骨橋梁年鑑1969
参　考　文　献
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資　料　番　号 橋　　　　　名 Llt tle B elt

3 2 ．10

0 0　　　 2 8 ．1 0　　　 2 ．0

国　　　　　名 デンマーク 施　　　　　主 デンマーク建設省

架　橋　地　点 Fredericia Little Belt 種　　　　　別

吊　橋　形　式 3径問2ヒンジ吊橋 路　　線　　名

上部工工期

竣工・総鋼重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　エ 総　　鋼　　重　（tf）

19　6　7．10　へ・19　7　0．12 19　70年12月 17，9　00

スパン割：　240．0＋6　00．0＋240．0　（m）

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　2　6。6　m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料　　　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

（高）　　3．O m

（幅）　　33．3　m

鋼床版t＝12

主　　塔 ラーメン （高）　112．7m

ケーブル ヘリカルワイヤ

ストランド

（サグ）　　75．O m（サグ比）1／8．03
ケーブル径　584mm
（¢4．60mmx169（61）本）×55（6〉stx2本

吊　　　材 ロックドコイル ¢52．6mmx2本 ケづ十ルハヾンドを含む

設計の特徴
流線形全溶接箱桁を採用
舗装は鋼床版上に直接歴青材を敷設

架　設　工　法

主　　塔：

ケーブル：ストランド引出し工法

補　剛　桁：中央からの直下吊り工法（ブロック重量130t）

特　記　事　項

参　考　文　献
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資　料　番　号 橋　　　　　名 上告野川橋

1 ／5 0 直 線 勾 配　　　　　　　　　　 1 ／3 0 0 放 物 線 勾 配　　　　　　　　　 1／ 1 5 0 直 線 勾 配

⊂⊃

Ln

寸
N

V V V V　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 V V V V V V V W V ノ ロー－－l

6 3 ．4 0

J

l

4

、ヽ

6 3 ．4 0

f

3 8 ＠ 6 ．6 0 0 ＝ 2 5 0 ．8 0

2 5 3 ．5 0　　　　　　　　　　　　　 1

6 b l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 去 ．6 b ‾

0 ・9 5　　　 6．0 0　　　 0・9 5

0 ．3 0　　　　　　　　 0．3 0

if ll
⊂⊃

N

Uつ
－

－ －

08 ．

国　　　　　名 日　　　本 施　　　　　主 水資源開発公団

架　橋　地　点 高知県土佐郡土佐町 種　　　　　別 道路橋（一等橋）

吊　橋　形　式 単径間2ヒンジ補剛吊橋 路　　線　　名

上部工工期

竣工・総鋼重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　重　（tf）

19　7　0．2′－19　71．3 19　71年　3月 1，15　6

スパン割：　63．4　＋　2　53．5　＋　63．4　（m）

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　6。　O m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料　　　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

（高）　4．Om

（幅）　8．5m

プレキャストP C床版

18cm厚

主　　塔 ラーメン （高）　24．9m

ケーブル 平行線
ケーブル

（サグ）　23．O m　（サグ比）1／11
ケーブル径　209mm
（¢5mmx204本（102本））×7日t（14st）　（PWS）

素線：亜鉛めっき鋼線

PWS52，¢55（SM50Y）

設計の特徴

架　設　工　法

主　　塔：ジンポールによる工法

ケーブル：（上流側）AS工法，（下流側）PWSエ法

補　剛　桁：平行耐風ケーブルを張るブロック架設工法（塔－＞中央，ケづヾルタトン，耐風ケづヾル¢45mmx2本）

特　記　事　項

長大吊橋建設に備えた実験橋（キャットウォーク，ケづヾルの施工で上下流別工法を採用し比較，桁の施工でフナロック工法を採用）
キャットウォークのストームケーブルシステム：（上流側）ダイアゴナル型、（下流側）パラレル型

ケーブル防食：へ0－スト状塗料＋¢3．Omm亜鉛メッキ焼なまし鉄線（ラツヒ0ンクヾ）＋塗装，境界部はコーキンク十，ハンがはフ○ラスチック被覆

橋梁と基礎　1971．7
参　考　文　献
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資　料　番　号 橋　　　　　名

．E L 1 4 3 ．02 8 ／／／／碑　　　　　　 ／ E L 1 4 3 ・0 2 8

、噛 イ則

冨 －

⊂＝）
u ⊃

寸
く．【〕

門 司 佃

－・■－ ▼－・」 く⊃
⊂＝）

．d

－－－－→ －

i．1 0・2 01 0 ，2 0 l

「　 雫 し ∃ i 。 W 由 T （T P ＋ 1．3 1 7 ）

l‾〒 ‾

l l

6 6 ＠ 10 ．35 ＝ 68 3．10

、16 ＠ 1 0．50 7 0 3 ．5 0

＝ 16 7 ・75　 8．50　　　　　　　　　　　　 7 12 ．00　　　　　　　　　　　 8 ．帥　 ＝ 167 ・7 5

1 7 2 ．0 0　 ■1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　 17 2．00

オープン

グレーチング

国　　　　　名 日　　　本 施　　　　　主 日本道路公団福岡支社

架　橋　地　点 山口県下関市～福岡県北九州市 種　　　　　別

吊　橋　形　式 3径間2ヒンジ吊橋 路　　線　　名 関門自動車道

上部工工期

竣工・総鋼重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　重　（tf）

19　6　9．　　9　一－　19　7　3．10 19　7　3年10月 2　2，46　9

スパン割：　178．0＋712．0＋178．0　（m）

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　2　6．O m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料　　　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

ト　　ラ　　ス

（高）　　9，O m

（幅）　29．O m

SM58，SS41 鋼格子床版
補剛桁鋼墓：7，742t

主　　塔 ト　　ラ　ス （高）133．8　m

ケーブル 平行線
ケーブル

（サグ）　64．O m（サグ比）1／11．1
ケーブル径　664mm
（¢5．04mmx91本）×154stx2本

吊　　材 C F R C ¢53mmx4本

耐風安定性のため，路肩および中央分離帯部分にオープングレーテングを採用
設計の特徴

架　設　工　法

主　　塔：下関側　55t吊クリーバークレーン，門司側　60t吊タワークレーン

ケーブル：P S工法
補　剛　桁：面材架設工法；24t吊移動デリッククレーン

国内初の本格的PS工法
特　記　事　項

日本道路公団：関門橋工事報告書，土木学会　1963．11
参　考　文　献
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資　料　番　号 橋　　　　　名

2 ．0 0　 7 ．0 0　　 2 ，0 0

2 ．5 0 2 ．5 0

N

r」

6 ．0 0

U つ

N

の

r」

⊂⊃ しっ
⊂⊃ ．N

⊂⊃ の
し⊂〉 r」

く：＝〉
し∫つ

「・」
N

uつ
ロ〇
U⊃

⊂＝〉

（、⊂）

1

1 †

「・」
Ln

「・」

2 ．0 1 1 ，0 0 2 ．0 0　　　　　 2 ．3 0

国　　　　　名 大韓民国 施　　　　　主 大韓民国建設部

架　橋　地　点 大韓民国慶尚両道南海郡一河東郡 種　　　　　別

吊　橋　形　式 3径間2ヒンジ補剛吊橋 路　　線　　名

上部工工期

竣工・総桐塁

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　重　（tf）

19　6　8一－19　7　3 19　7　3年 3，234

スパン割　　13　0．6＋404．0＋130．6　（m）

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　9．6　m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料　　　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

流線形箱桁
（高）　1．6　m

（幅）12．O m
1，846

鋼床版
付属物含まず

主　　塔 ラーメン （高）　60．O m

ケーブル

（サグ）30．9　m　　（サグ比）1／13

（¢5．00mmx304本）×7stx2本　　　　　SH58

ケーブル材のみ

ケーブナルアンカーフレームー式192t

吊　　材 IW S C ¢47．5mmxl本（格点あたり）

設計の特徴
補剛桁には流線形断面箱桁を採用した．（風洞実験により，完成系・架設系を確認）
耐風設計を実施した．（設計風速　37～40m／sec）
橋　格：1等橋相当

架　設　工　法

主　　塔：一括大ブロック工法（エ場にて地組立し，現地にてFCにより立起し）

ケーブル：A S工法

補　剛　桁：直下吊り全ヒンジ架設（現地にて架設ブロックに地組立）

主塔独立時に渦励振発生，水中ブロック式ダンパー

特　記　事　項

参　考　文　献
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資　料　番　号 橋　　　　　名 東　大　維　橋

臥 0 0　 ㌫

の

⊂＝）

（X 〕 一寸
r」 （コ〇
m 「－1

N u つ
⊂つ m

1 2 ．3 0

l＿√）
寸
m

r－」

国　　　　　名 日　　　本 施　　　　　主

架　橋　地　点 熊本県天草郡大矢野町 種　　　　　別

吊　橋　形　式 単径間2ヒンジ吊橋 路　　線　　名

上部工工期

竣工・紐鋼重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　エ 総　　鋼　　重　（tf）

1，04　8

スパン割：　（118．0）＋264．0＋（67．0）　（m）

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　4。5　m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料　　　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

ト　　ラ　ス

（高）　4．O m

（幅）　8．O m

主　　塔 ト　　ラ　　ス （高）　35．2　m

ケーブル
（サグ）　26．O m（サグ比）1／10．1
ケーブル径　231mm
（¢5．00mmx91本）×19stx2本

（¢4．01mmx52本）×1本

設計の特徴

架　設　工　法

主　　塔：FCによる一括架設

ケーブル：P S工法

補　剛　桁：リフティングストラットによる大ブロック吊上げ架設′

特　記　事　項

橋梁と基礎　1976．4
参　考　文　献
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資　料　番　号 橋　　　　　名 平　戸　大　橋

⊂⊃
平 戸 島 側 ⊂⊃ 町 平 町

Lrつ
て計

2 6 ．9 4

13 9 ．0 0

′V V V V V IJ′V′V′¶′… V V V V V V ＼1′W V V V ′Ⅵ ′N′¶′V ＼l′V′ヽ止／V V ノヽV V V V V Vへ1／＼

10 5 ．0 0

▽ H ．H ．W ．L ．　 iヽ 害

■＼＼＼」 岳

4 6 5 ．4 0

7 0 9 ．4 0

003

皿
。
［
川
端

0n
U

3

国　　　　　名 日　　　本 施　　　　　主

架　橋　地　点 長崎県平戸市　～　北松浦郡田平町 種　　　　　別

吊　橋　形　式 単径間2ヒンジ補剛吊橋 路　　線　　名 一般国道3　83号

上部工工期

竣工・総鋼重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　重　（tf）

19　7　4．12一－19　7　7．3 19　7　7年3月 6，3　00

スパン割：　（13　9．0）十46　5．4＋（105－　0）　（m）

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　10．7　m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料　　　そ　の　一他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

ト　　ラ　　ス

（高）　6．O m

（幅）14。5　m

SS41，SH50Y，SH58 鋼格子床版

主　　塔 門型ラーメン （高）　78．4m SS41，SM50Y

ケーブル 平行線
ケーブル

（サグ）　45．O m（サグ比）1／10．3
ケーブル径　368　mm
（¢5。00mmx228本）×19stx2本

吊　　　材 C F R C ¢52×4本（格点あたり）

設計の特徴

架　設　工　法

主　　塔：1300tf吊りFCによる一括架設

ケーブル：キャットウォーク架設後，エアスピニングエ法（低張力工法）
補　剛　桁：リフティングビームによる直下吊り，逐次剛結法（大ブロック）

特　記　事　項 スプレーサドル支圧面にテフロン樹脂を用い，コンパクト化を図っている．

長崎県土木部：平戸大橋工事報告書　1978．3
参　考　文　献
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資　料　番　号 橋　　　　　名

173．35

1・0？ 149．90　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2．07 19．90 p・40

⊂⊃⊂＝）
Uつ
▼－・」l

ln P　　　　　　 H ．W ．L　 l　　　　　　　　 l

∪

宣 5．00■

寸

U つ

U つ

「・」

く．⊂）

N

（、C l

⊂＝〉

【

】¶
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国　　　　　名 日　　　本 施　　　　　主 島根県邑智町

架　橋　地　点 島根県邑智郡邑智町信書江川 種　　　　　別

吊　橋　形　式 単径間補剛箱桁吊橋 路　　線　　名

上部工工期

竣工・総鋼重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　重　（tf）

19　7　7．12　一－　19　7　9．　　3 19　7　9年　4月

スパン割　　15　2　　m

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　3．O m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料　　　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

（高）　1．O m

（幅）　3．8　m

SS41、SH41A、SH50YA

主　　塔 ラーメン （高）15．54　m SS41、SH41A、SM50YA、SM50YB

（サグ）15．O m　（サグ比）1／10
ケーブル スパイラル

吊　　　材 ストランド

補剛桁に鋼床版籍桁形式を採用し、断面形状は耐風安定性より風洞試験により決定した。
設計の特徴

架　設　工　法

主　　塔：トラッククレーンによる一括架設

ケーブル：

補　剛　桁：ケーブルクレーンとボンツーンによる直下吊り架設（全ヒンジ）

特　記　事　項

わが国で初めての箱桁形式吊橋。
完成後、載荷試験と振動試験を実施し、設計値との検証を行った。

バックステーを側方にアンカーしている。

参　考　文　献

日本橋梁建設協会編：橋梁年鑑　1980
岩城，南，池ノ内，佐藤：信書橋の振動特性，三井造船技報　第108号，1980．10
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資　料　番　号 橋　　　　　名 マ　タ　デ　ィ　橋

1 4 ．0 0

1 2 ．0 0
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汀
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国　　　　　名 ザイール共和国 施　　　　　主 サ小イール共和国運輸通信省八八ヾナ＝キンシャサ施設機関

架　橋　地　点 Hatadi市　（Zalre　河） 種　　　　　別 道路鉄道併用橋

吊　橋　形　式 3径間連続補剛吊橋 路　　線　　名 国民路線

上部工工期

竣エ・総鋼重

エ　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　エ 総　　鋼　　重　（tf）

19　7　9．　2～19　8　3．　4 1984年　4月 13，144

スパン割　　91．0＋520．0＋91．0　（m）

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　12．O m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料　　　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

（高）　9．O m

（幅）14．O m 7，101

鋼床版（補剛トラスとの
合成構造）

付属物含まず

主　　塔 ラーメン （高）　96．9　m

ケーブル
（サグ）　45．5　m（サグ比）1／11
（ケーブル径）　471mm
（¢5．15mmx127本）×54く56＞stX2本　く＞内側径間

ケーブル材のみ

ケづヾルアンカづレーム　1，200t

吊　　　材 C F R C ¢　×4本（格点あたり）

設計の特徴
示方書：ザイール共和国の設計基準を優先し，日本国有鉄道，本州四国連絡橋公団および日本道路公団の各設計基準

を補助的に使用した。

架　設　工　法
主　　塔：アンカーフレーム据付け後，トラッククレーン工法とジプクレーンのせり上げエ法により架設
ケーブル：P W S

補　剛　桁：中央径間は逐次単材結合，側径間は片押しベント工法

本橋の正式名称は，President Hoもutu Sese Seko橋
特　記　事　項

参　考　文　献

土木学会：マタデイ橋工事誌　1986．6
IHI技報
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資　料　番　号

吊橋一技術とその変遷－

橋　　　　　名 大　嶋　門　橋

側　面　図

1 6 2 9 －0 1 6

3 2 9 ．8 9 1　　　　　　　　　　 8 7 6 ．2 6 8　　　　　　　　　　 3 2 9 ・8 9 1

9 2 ．9 6 6

⑯　⑭　　　　　　㊥ ⑫　　　　　　⑯

側径間中間部　イ則塔部

国　　　　　名 日　　　本 施　　　　　主 本州四国連絡橋公団

架　橋　地　点 兵庫県三原郡西淡路町～徳島県鳴門市

吊　橋　形　式

種　　　　　別 道路鉄道併用橋

3径間2ヒンジ補剛吊橋 路　　線　　名 一般国道28号、（本四淡路線）

上部工工期

竣工・総鋼重

主　要　諸　元

形式・材料

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　重　（tf）

1979．2　～1985．6 19　8　5年　6月 60，396

スパン割：　330．0　＋　876．0　＋　330．0　（m） 幅員：　2　5．O m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料　　　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

（高）12．5m

（幅）34．Om

HT60，HT50

SH41，SS41

鋼床板（非合成）

主　　塔 （高）125．9m 椚60，SH50，SS41

ケーブル 平行線
ケーブル

（サグ）82．O m　（サグ比）1／10。6
ケーブル径　840mm
（¢5．37mmx127本）×154（156）stx2本 （）内バックスティ径間

吊　　材 C F R C ¢70，¢60

設計の特徴

架　設　工　法

主　　塔：クリーバークレーン工法（90t吊×28m，27m）

ケーブル：PWS工法

補剛桁：トラベラクレーンによる面材架設工法（塔→中丸　2パネル面机トラへヾラクレーン40t吊×1恥　3点引込み）

パイロットロープの渡海に長大吊橋で初めてフリーハング工法を採用

特　記　事　項

参　考　文　献

本州四国連絡橋公団：大嶋門橋工事誌1987．3
④
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資　料　番　号 橋　　　　　名 大　島　大　橋

8 4 0 ．0 0

尾 道 側
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N
Ln
【、

2聖一ヰー ーーー・・・・－・・・・一

の
U⊃
寸

r－」

LJつm
0 0
0 0

⊂⊃
寸
m
しC〉

「ヂ 「

【1 r r

一己

童

L√〕
の
寸
N

2 2 ．3 0

†→

国　　　　　名 日　　　本 施　　　　　主 本州四国連絡橋公団

架　橋　地　点 愛媛県越智郡 種　　　　　別 道　路　橋

吊　橋　形　式 単径間2ヒンジ補剛箱桁吊橋 路　　線　　名 一般国道317号

上部工工期

竣工・総鋼垂

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　重　（tf）

19　8　3．5　一－　19　8　8．1 1988年1月 12，371

スパン割：　（3＠33．75＋32．80）＋560．0＋（32．80＋33．75）（m）

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　2　3．7　m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料・　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

（高）　2．2m

（幅）20．1m

SS41，SM50Y 6，010

主　　塔 ラーメン （高）89．8m SS41，SH50Y

ケーブル 平行線
ケーブル

（サグ）54．752m　（サグ比）1／10．0
ケーブル径　464　mm
（¢5．10　×127本）　×　52st x　2本

吊　　材 C F R C ¢48，¢50mm x　4本／（1格点当たり）

設計の特徴
・国内では初めての箱桁吊橋で、極めて偏平な逆台形断面をもつ鋼床版籍桁を補剛桁に採用している
・吊橋部の側径間は4径間連続R C床版鋲桁橋としている

架　設　工　法

主　　塔：クリーバークレーン工法

ケーブル：PWS工法
補　剛　桁：リフティングビームによる直下吊上げ工法

特　記　事　項

・初期投資低減のため暫定施工（最終完成時幅員　29．5m）
・縦リブ面外変形確認試験，ハンガーブラケット疲労試験
・直下吊架設のための定点係留試験及びアンカーの把駐力試験，実橋振動実験

参　考　文　献

日本橋梁建設協会：橋梁年鑑，1988
本州四国連絡橋公団：伯方・大島大橋工事誌　1989．9
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資　料　番　号 楕　　　　　名 南　備　讃　瀬　戸　大　橋

側　面＋図

1 723 000

49 叩 274 000　　　　　　　　　　　　 1 100 00 0　　　　　　　　　　　　　 274 000 50500

坂 出側児 島側

一■－・・・・・・・・・－・・・・・・・・・・・・・・ 一　 』
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l
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国　　　　　名 日　　　本 施　　　　　主 本州四国連絡橋公団

架　橋　地　点 香川県坂出市 種　　　　　別 道路鉄道併用橋

吊　橋　形　式 3径聞達続補剛吊橋 路　　線　　名 瀬戸中央自動車道、本四備讃線

上部工工期

竣工・総鋼塁

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　重　（tf）

19　8　3．3　～19　8　8．3 19　8　8年　3月 8　6．0　7　3

スパン割：　　2　74．0＋1100．0＋274．0　（m）

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　21．5　m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料　　　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

（高）13。Om

（幅）　30．Om
SH58，SH50Y，SS41

道路：鋼床版（非合成）
鉄道：縦桁直結軌条

主　　塔 （高）179．6m SH58，SM50Y，SS41

ケーブル 平行線
ケーブル

（サグ）　100．O m　（サグ比）1／11
ケーブル径　1，062mm
（¢5．12mmx127本）×271stx2本

用　　　材 C F R C ¢68mm，¢74mm

設計の特徴
列車の走行性から，補剛桁は主塔部で連続した連続吊橋となっている，
列車荷重に対して補剛桁は，疲労を考慮した設計がなされた．

架　設　工　法

主　　塔：5P；クリーバークレーン工法，6P；タワークレーン工法
ケーブル：P W S工法

補　剛　桁：塔部；3500t吊りF Cによる大ブロック架設，一般部；トラへヾラークいンを用いた無ヒンジ逐次剛結の面材架設

世界最大の道路・鉄道併用吊橋
特　記　事　項

参　考　文　献

本州四国連絡橋公団，瀬戸大橋工事誌，1988．10
橋梁と基礎1981．2，4，1984．8　土木施工1987．3～8．　土木技術1988．7，9
本四技報1985．4，1986．1，4，1986．7∫1988．7
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資　料　番　号 橋　　　　　名 麻　生　大　橋

80

む
】

1t
7 ．6 0

6 ．0 0 0 ．8

7 ．6 0

7 ＼
7 ．6 0

6 ，0 00 ．8 0 0 ．8 0

l
l

．3 0 7 ．6 0 1 ．3

1 0 ．2 0

国　　　　　名 日　　　本 施　　　　　主

架　橋　地　点 種　　　　　別

用　橋　形　式 単径間重橋床式吊橋 路　　線　　名

上部工工期

竣工・総鋼重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　重　（tf）

19　8　7．12　～19　8　8．10 19　8　8年10月

スパン割：　12　6．9　m

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　6．O m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料　　　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

（高）1．3　m

（幅）7．6　m

SHA41W，SMA50W

R C床版

主　　塔 ラーメン （高）17．348　m SHA41W，SHA50W

ケーブル スパイラル

（サグ）14．Om　（サグ比）1／9
ケーブル径　　縦　214．3mm　横192mm
¢48mmx14stx2本

吊　　材 ストランド

主塔基部を固定構造とした
設計の特徴

架　設　工　法

主　　塔：トラッククレーン架設
ケーブル：ホーリングシステムによる架設

補　剛　桁：ケーブルクレーンによる片押し架設

耐候性鋼材、亜鉛メッキ、ステンレス鋼を使用した。これらにより維持費の軽減を図った。
特　記　事　項

参　考　文　献

中崎，上野，島田，革島：重橋床式吊橋（麻生大橋，浮島橋）について，川田技報Vol・9，1990・01
日本橋梁建設協会：橋梁年鑑1990
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資　料　番　号 橋　　　　　名 此　花　大　橋

3 2

⊂⊃

ー ⊂⊃
⊂⊃

「・－1

（＝）⊂＝〉
N ⊂＝）

⊂＝） ⊂⊃
くJ⊃

】

．5 0

∝）

＿＿ ＼

苛 ＿ 慧レク／

⊂＝）の
NN

国　　　　　名 日　　　本 施　　　　　主

架　橋　地　点 大阪市此花区 種　　　　　別

吊　橋　形　式 3径間連続自碇式モノケーブル吊橋 路　　線　　名

上部工工期

竣工・総鋼重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　重　（tf）

19　8　3　～　19　8　7 19　8　7年 9，643

スパン割：120＋300＋120　（m）

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　2　4。5　m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料　　　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

（高）約　3．17　m

（幅）約17．5　m

SS41，SH50Y，SM58 6，979

主　　塔 鋼製A形状 （高）約　71．6　m

ケーブル
（サグ）　50　m（サグ比）1／6

（¢5．2mmx184本）×30st

設計の特徴 自碇式　モノケーブル吊橋

架　設　工　法

主　　塔：フローティングクレーン工法

ケーブル：P WS工法
補　剛　桁：フローティングクレーンによるベント工法

特　記　事　項 世界初の自碇式モノケーブル同橋

参　考　文　献 日本橋梁建設協会：橋梁年鑑1990
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棟梁断面図

2　91

198．5

17．1

41．8
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資　料　番　号 橋　　　　　名 竜　神　大　吊　橋

r・」
m

⊂＝〉

⊂＝）
Ln

N

l l l l

l

2 ．5 0 2 ．5 0

5 ．0 0

国　　　　　名 日　　　本 施　　　　　主

架　橋　地　点 茨城県久慈郡水府村 種　　　　　別

吊　橋　形　式 単径間2ヒンジ補剛トラス吊楠 路　　線　　名 公園内通路

上部工工期

竣工・総鋼重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　垂　（tf）

19　9　0・－　19　9　4 19　9　4年 1，3　50

スパン割：　37　5　m

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　3，O m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料　　　そ　の　他 鋼重量（げ） 備　　　　　　　考

（高）　2。5m

（幅）　5。Om

SH490Y，SS400

上下弦材はH形鋼 651 P C床版

主　　塔 ラーメン （高）　35m

ケーブル 平行線
ケーブル

（サグ）　33．5m　（サグ比）1／11
ケーブル径　190　mm
（¢5mmx　61本）×17stx2本

吊　　材 ストランドロづ0

設計の特徴
部分模型による風洞実験を実施し、補剛桁の断面設計や耐風安定性を確認。その結果、補剛桁と床版とを離して配置
している．

塔の表面には竜を表すための化粧板が取り付けられている．

架　設　工　法

主　　塔こ　ケーブルクレーン工法

ケーブル：PW S工法

補　剛　桁：ケーブルクレーン工法

特　記　事　項 歩行者専用橋として日本一の吊橋

鈴木・菊池・窪田・入江：竜神大吊橋の設計、橋梁、1994．6
参　考　文　献
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資　料　番　号 橋　　　　　名 加　茂　ゆ　ら　り　ん　こ　橋
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国　　　　　名 日　　　本 施　　　　　主

架　橋　地　点 福岡県糸島郡 種　　　　　別

吊　橋　形　式 単径間モノケーブル同橋 路　　線　　名

上部工工期

竣工・総鋼重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　重　（ t f）

1 9　 9　 3　・－　 1 9　 9　 4 1 9　9　4年 4　 5． 3

スパン割：　 7　 5．O  m

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　1．2　m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料　　　そ　の　他 鋼重量（ t f） 備　　　　　　　考

（高）0。3　m

（幅）1．6　m

S S 4 0 0 、 S T K 4 0 0 床組は鋼床板

主　　塔 （高）1 1．O  m S S 4 0 0 、 S T K 4 0 0

ケーブル ストラン下

（サグ）6．4 4 0 m　（サグ比）1／1 1．6
ケーブル径　6 4　m m

吊　　　材 ストランド ハンガー径　9　m m 夕ヾイヤコヾナル八ンが－形式

設計の特徴
現地の地形的条件などから、耐風索が設置できないため、鋼床板Ⅰ桁に下フランジを設けることでねじれ剛性を確

保し、外桁を鋼管としたことにより面外剛性を高めた。

架　設　工　法

主　　塔：トラッククレーンによる一括架設
ケーブル：ウインチによる引き出し架設

補　剛　桁：ケーブルクレーンによる張り出し架設

特　記　事　項

主ケーブルをモノケーブルとし、ハンガーは、主ケーブルの1っの格点から桁の4っの格点に放射線状に定着され
たダイヤゴナルハンガー形式となっている。

参　考　文　献

島津，鵜飼，江崎：加茂ゆらりんこぼし（モノケーブル人道吊橋）工事報告，川田技報　V o l．1 4，1 9 9 5．0 1
大坪，田中，ニノ宮，鵜飼，江崎：加茂ゆらりんこぼしの設計と施エ，橋梁と基礎，1 9 9 5．0 3
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6．吊橋の実績調査 237

資　料　番　号 橋　　　　　名 G r e a t B elt E a s t

・3 1 ・・0 0　　　　　　　　 ．

1・7 P　　　　　　　 2 7 ．0 0　　　　　 1・7 q

0 ．8 2

ニケ ⊂⊃
⊂⊃
寸Q

l　　　　　　　 l　　　　　　　 l　　　　　　　　　　　　　　　 l

国　　　　　名 デンマーク 施　　　　　主 Great Belt Link　社

架　橋　地　点 Great Belt　海峡 種　　　　　別 道　路　橋

吊　橋　形　式 三径聞達続補剛吊橋 路　　線　　名

上部工工期

竣工・稔鋼重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　エ 総　　鋼　　重　（tf）

1991．10～19　97（予定） （工事中）

スパン割：　53　5．0　＋1624．0　＋　53　5．0　（m）

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　31．O m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料　　　そ　の　他 鋼重量（tf） 備　　　　　　　考

（高）4．00m

（幅）31．Om

主　　塔 ラーメン （‾高）254．Om コンクリート

ケーブル
（サグ）180す5　m　（サグ比）1／9
ケーブル径　827　mm
（¢5．38　×　504本）　×　37st x　2本

吊　　　材 ¢100～140mm x　2本／（1格点当たり）

設計の特徴
・補剛桁は連続構造で，主塔位置で橋軸直角方向のみを固定している。

・桁端で油圧バッファーにより橋軸方向の移動を制御している。

架　設　工　法

主　　塔：

ケーブル：A S工法

補　剛　桁：ブロック架設（W＝530tり

・ラーメン形式のアンカーレイジ

特　記　事　項

Anton．P，山崎：クヾレートへヾルトイーストフヾリッシ小　橋梁と基礎　1994．1

参　考　文　献
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資　料　番　号 橋　　　　　名 来　島　第　一　大　橋

5 0 一書－
6 0 0 ．0 0

軋

t

ll

1 7 0 ．0 0

′＼

1 4 0 ．0 0

て7
け ‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ］　　　　　 、＼ ＼一一

主　 塔

補　剛　桁

格　点　部　　格　間　部

「
車重≠垂

30．70

国　　　　　名 日　　　本 本州四国連絡橋公団

架　橋　地　点 愛媛県越智郡吉見町 種　　　　　別

吊　橋　形　式 3径間2ヒンジ補剛箱桁吊橋 路　　線　　名 一般国道317号

上部工工期

竣工・総鋼重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　重　（tf）

1993′－、一1999 1999年（予定） 17．7　3　0

スパン割：　（6　0）＋15　0．0＋610．0＋170。0　（m）

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　2　0．O m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料　　　そ　の　他 鋼重量（げ） 備　　　　　　　考

（高）　　2．5　m

（幅）　　30．7　m

主　　塔 ラーメン （高）112．3，144．8mSH490Y，SM400JSS400

ケーブル
（サグ）　70．O m（サグ比）1／8．5
ケーブル径　431mm
（¢5．16mmX127本）×44stx2本

設計の特徴
塔柱の水平継手に日本で初めて引張り接合を採用
主塔設計時，渦励振による断面力を考慮している．

架　設　工　法

主　　塔：タワークレーンによる単材架設　75t吊
ケーブル：P S工法，ヘリコプタ一による渡海作業

補　剛　桁：リフティングビームによる直下吊上げ架設→自航式台船による定点係留　で計画中

※水切りクレーンなし

特　記　事　項

参　考　文　献
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資　料　番　号 橋　　　　　名 来　島　第　二　大　橋

27・00　　　巨「？タ　TP＋18390
「「　　「「

T圭：

El

虹叫　 鵜一

国　　　　　名 日　　　本 施　　　　　主 本州四国連絡橋公団

架　橋　地　点 愛媛県越智郡～愛媛県今治市 種　　　　　別

吊　橋　形　式 2径間2ヒンジ補剛箱桁吊橋 路　　線　　名 一般国道3 1 7号

上部工工期

竣工・総鋼墨

エ　　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　重　（ t f）

1 9　 9 3～ 1 9　 9　 9（予定） 1999年（予定） 3 2， 9 5 0

スパン割：　 2　 5 0． 0＋ 1 0 2 0． 0＋ 2 4 5． 0　（m）

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料　　　そ　の　他 鋼重量（ t f） 備　　　　　　　考

主　要　諸　元

形式・材料

（■高）　　 4 。 3 　 m

（幅）　3 2．3　m

主　　塔 門型ラーメン （高）1 6 6．0∫1 4 3．5 m

ケーブル

（サグ）　　　9 7．O m（サグ比）1／1 0．4
ケーブル径　6 6 0 m m
（¢5．1 9 m m x 1 2 7本）×1 0 2 s t x 2本

吊　　材 平行線ケづ十ル

主塔設計時，渦励振による断面力を考慮している．
設計の特徴

架　設　工　法

主　　塔：タワークレーンによる単材架設　1 6 0 t吊
ケーブル：P  S工法，ヘリコブタ一による渡海作業

補　剛　桁：リフティングビームによる直下吊上げ架設→自航式台船による定点係留　で計画中

特　記　事　項

参　考　文　献
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資　料　番　号 橋　　　　　名 来　島　第　三　大　橋

1 5 7 0 ．0 0

2 6 0 ．0 0　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1 0 3 0 ．0 0　　　　　　　　　　　　　　　　　 2 8 0 ．0 0

3 0 ．0 0

i ⊂⊃

‾－ 町‾‾ H ‾‾
l

⊂⊃
N
⊂⊃
「・｛

■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ：

閂　rr
5．00

28．00　　750 28．00　　750

国　　　　　名 日　　　本 施　　　　　主 本州四国連絡橋公団

架　橋　地　点 愛媛県越智郡宮窪町～今治市矢田 種　　　　　別

吊　橋　形　式 単径間2ヒンジ補剛箱桁吊橋 路　　線　　名 一般国道317号

上部工工期

竣工・綺鋼重

工　　　　　　　　　期 竣　　　　　　　　　工 総　　鋼　　重　（げ）

1993～1999（予定） 1999年（予定） 30，550

スパン割：（馬島側）260　＋1030　＋　280（今治側）（m）

主　要　諸　元

形式・材料

幅員：　2　0　m

部　　材 形　　　　式 主　要　寸　法 主　な　材　料　　　そ　の　他 網重量（tf） 備　　　　　　　考

偏平箱桁
（高）　　4．3m

（幅）　32，3m

主　　塔 ラーメン （高）179．5，176．5m

ケーブル P P W S

（サグ）102m　　（サグ比）1／10，
ケーブル径636mm

（¢5．00×127本）×102stX2本

吊　　材 平行線ケーブル

主塔設計時，渦励振による断面力を考慮している．
設計の特徴

架　設　工　法

主　　塔：タワークレーンによる単材架設　160　t吊
ケーブル：P S工法，ヘリコプターによる渡海作業
補　剛　桁：リフティングビームによる直下吊上げ架設→自航式台船による定点係留　で計画中

※水切りクレーンなし

特　記　事　項

参　考　文　献


